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本日の内容本日の内容

１．概要について１．概要について

・演習の概要・演習の概要 留意事項留意事項

２．事例演習２．事例演習

・事例提示・事例提示 議論等議論等

３．その他３．その他

・・未検討事項等未検討事項等



１１..概要について概要について

・概要・概要

・演習の進め方・演習の進め方

・留意事項・留意事項

・・・・・・



概概要要

目的目的

保健福祉環境事務所の担当者が、実際的な対策を構保健福祉環境事務所の担当者が、実際的な対策を構

築するための築するための基礎となる事項基礎となる事項を、統一的に把握すを、統一的に把握す

るる

現状の各種の対応策について、現状の各種の対応策について、課題等を検討課題等を検討するする

概要概要

考えられる事例を想定し、保健福祉環境事務所にお考えられる事例を想定し、保健福祉環境事務所にお

ける対応をける対応を一連の流れ一連の流れとして確認するとして確認する



想定事例の骨子想定事例の骨子

最も可能性が高い事例を想定最も可能性が高い事例を想定

国外で新型インフルエンザ確定事例が発生国外で新型インフルエンザ確定事例が発生

感染症法の指定感染症指定後の状況下感染症法の指定感染症指定後の状況下

指定は一類感染症相当指定は一類感染症相当

県域保健福祉環境事務所における対応県域保健福祉環境事務所における対応

事例は、簡素化したものを使用事例は、簡素化したものを使用



演習の進め方・留意事項演習の進め方・留意事項

１．１．想定事例の状況をステップごとに提示想定事例の状況をステップごとに提示

２．２．各ステップで、保健福祉環境事務所で各ステップで、保健福祉環境事務所で
のの状況の把握、対応、課題等状況の把握、対応、課題等を協を協議議

３．３．一定の見解を得た段階で進行一定の見解を得た段階で進行

※※議論の際に、担当から必要に応じ意見を議論の際に、担当から必要に応じ意見を
求めます求めます。ご協力ください。ご協力ください。。



２２..事例演習事例演習

・想定事例・想定事例

・対応・対応

・協議・協議

・参考情報・参考情報

・・・・・・

N?･･･



想定事例想定事例 フェーズフェーズ4A(or5A)4A(or5A)

某国で、ヒト－ヒト感染の確認事例が生じ、某国で、ヒト－ヒト感染の確認事例が生じ、WHOWHO
ががフェーズフェーズ4(or5)4(or5)を宣言を宣言

新型インフルの臨床的、ウイルス学的見地が新型インフルの臨床的、ウイルス学的見地が
ある程度蓄積ある程度蓄積

指定感染症指定感染症((一類感染症一類感染症))に指定された数日後、に指定された数日後、
まだ管内で事例の「報告」はないまだ管内で事例の「報告」はない

Q1.Q1.この状態で、保健福祉環境事務所この状態で、保健福祉環境事務所
ではどの様な対応が考えられますではどの様な対応が考えられます
か？か？



参考参考一般的対応一般的対応

住民に対して相談対応を実施住民に対して相談対応を実施
渡航者等への相談対応渡航者等への相談対応
対応手順の整備（来所、電話）対応手順の整備（来所、電話）

保健所に直接来所した場合の対応保健所に直接来所した場合の対応
部屋の確保部屋の確保 対応者の設定対応者の設定 マスクマスク 手指消手指消
毒剤の準備、来訪者への案内毒剤の準備、来訪者への案内

相談内容として考えられる事項相談内容として考えられる事項
地域の相談体制とその際の注意事項地域の相談体制とその際の注意事項
地域の医療体制地域の医療体制
新型インフルエンザ最新情報新型インフルエンザ最新情報
その他の最新情報その他の最新情報 などなど



参考参考 国が行う対策国が行う対策((抜粋抜粋))
感染症法に基づく指定感染症への政令指定等感染症法に基づく指定感染症への政令指定等

感染発生国・地域からの情報収集感染発生国・地域からの情報収集

クラスターサーベイランス、症候群サーベイランスの実クラスターサーベイランス、症候群サーベイランスの実
施施

検疫・出入国者等対策検疫・出入国者等対策

新型インフルエンザに対する症例定義新型インフルエンザに対する症例定義

高感度検査キットの開発促進抗インフルエンザウイルス高感度検査キットの開発促進抗インフルエンザウイルス
薬の適正使用薬の適正使用

医療体制の再確認医療体制の再確認

情報提供情報提供

相談窓口の設置相談窓口の設置



参考参考国での対応国での対応

新型インフルエンザに関するＱ＆Ａ新型インフルエンザに関するＱ＆Ａ

（平成１８年１月２７日改訂）厚生労働省（平成１８年１月２７日改訂）厚生労働省

II．新型インフルエンザの流行．新型インフルエンザの流行

IIII．鳥インフルエンザと新型インフルエンザ．鳥インフルエンザと新型インフルエンザ

IIIIII．国民ひとりひとりの予防と対応．国民ひとりひとりの予防と対応

IVIV．リン酸オセルタミビル（商品名：タミフル）について．リン酸オセルタミビル（商品名：タミフル）について

VV．問い合わせ先．問い合わせ先

その他追加する内容はあるか？その他追加する内容はあるか？



事例探知事例探知

住民からインフルエンザに関して心配な住民からインフルエンザに関して心配な
症状があるとの電話相談がありました症状があるとの電話相談がありました

Q2.Q2.受付者は、まずどの様に対応しますか受付者は、まずどの様に対応しますか



参参 考考

新型インフルエンザ疑い患者の定義新型インフルエンザ疑い患者の定義

新型インフルエンザ診断・治療ガイドライン新型インフルエンザ診断・治療ガイドライン((案案) () (平成平成
1717年年1212月月2727日版日版 厚生労働省厚生労働省 p2)p2)

発熱発熱(38(38℃℃以上以上) ) 

咽頭痛、咳、呼吸困難のいずれか一つ以上の二つを満咽頭痛、咳、呼吸困難のいずれか一つ以上の二つを満
たし、かつたし、かつ77日以内に以下のいずれかの行為があったも日以内に以下のいずれかの行為があったも
のの

・新型インフルエンザ患者・新型インフルエンザ患者((疑い例も含む疑い例も含む))との接触との接触

・新型インフルエンザ患者の発生が確認されている地・新型インフルエンザ患者の発生が確認されている地
域での滞在域での滞在



参考参考 患者等の定義患者等の定義

確定診断の定義確定診断の定義

上記「新型インフルエンザ疑い」定義を満たし、上記「新型インフルエンザ疑い」定義を満たし、

かつ以下のいずれかの方法によって病原体診断かつ以下のいずれかの方法によって病原体診断
((血清学的診断血清学的診断))がなされたものがなされたもの

病原体の検出病原体の検出

病原体の遺伝子の検出病原体の遺伝子の検出

【【現時点での想定現時点での想定】】

勧告基準は現時点では想定。指定感染症指定時に別途勧告基準は現時点では想定。指定感染症指定時に別途
判断基準が示された場合はそれに従う。判断基準が示された場合はそれに従う。



事例発生事例発生

新型インフルエンザに関する電話相談の新型インフルエンザに関する電話相談の
内容は新型インフルエンザ疑い患者の定内容は新型インフルエンザ疑い患者の定
義に当てはまりました。義に当てはまりました。
相談者は自宅にいます相談者は自宅にいます

Q3.Q3.受付者は、まずどの様に対応しますか受付者は、まずどの様に対応しますか



参考参考 事例発生事例発生

発生地域からの渡航者等が発生地域からの渡航者等が……

新型インフルエンザが疑われる症状を新型インフルエンザが疑われる症状を

有する有する場合場合

→→まずまず行うことは？行うことは？

・通常の感染症法の対応では？・通常の感染症法の対応では？

・新型インフルエンザに特有なことでは？・新型インフルエンザに特有なことでは？



参考参考 事例発生事例発生

発生地域からの渡航者等が発生地域からの渡航者等が……

新型インフルエンザが疑われる症状を新型インフルエンザが疑われる症状を有する有する
場合場合

○感染症法では？○感染症法では？

・・情報収集情報収集：疫学調査：疫学調査

・拡大防止：就業制限、入院勧告等・拡大防止：就業制限、入院勧告等

○新型インフルエンザ特有のことでは？○新型インフルエンザ特有のことでは？

・協力医療機関に受診勧奨・協力医療機関に受診勧奨



参考参考 協力医療機関に受診勧奨協力医療機関に受診勧奨

院内感染防止策の徹底院内感染防止策の徹底

参考参考

新型インフルエンザ院内感染対策ガイドライン新型インフルエンザ院内感染対策ガイドライン
（案（案)()(平成平成1717年年1212月月2727日版日版 厚生労働省厚生労働省))

外来、入院での注意事項について（マスク、手洗い、外来、入院での注意事項について（マスク、手洗い、
個室管理、換気）個室管理、換気）

患者に接する場合の個人的防護具患者に接する場合の個人的防護具(PPE)(PPE)の使用についの使用につい
てて

清掃清掃((消毒消毒))についてについて

インフルエンザ施設内感染予防の手引きインフルエンザ施設内感染予防の手引き((平成平成1818
年年22月改訂月改訂 厚生労働省厚生労働省 日本医師会日本医師会))



参考参考協力医療機関に受診勧協力医療機関に受診勧奨奨

検体確保検体確保

参考：福岡県新型インフルエンザ患者検査指針参考：福岡県新型インフルエンザ患者検査指針((案案))

新型インフルエンザ検体採取方針新型インフルエンザ検体採取方針
フェーズフェーズ4ABC,5ABC,6A4ABC,5ABC,6A

医療機関からの連絡後健康対策課に連絡医療機関からの連絡後健康対策課に連絡

検体採取後検体採取後2424時間以内に搬送時間以内に搬送

検査結果は健康対策課経由で保健福祉環境事務所に検査結果は健康対策課経由で保健福祉環境事務所に 報告があ報告があ
るので医療機関に還元るので医療機関に還元

医学的観点からの治療医学的観点からの治療



事例発生事例発生
新型インフルエンザに関する電話相談の内容は新型イン新型インフルエンザに関する電話相談の内容は新型イン
フルエンザ疑い患者の定義に当てはまりました。電話でフルエンザ疑い患者の定義に当てはまりました。電話で
の情報収集の結果は以下のとおりの情報収集の結果は以下のとおり

相談者は配偶者と共に自家用車で指定した病院に向相談者は配偶者と共に自家用車で指定した病院に向
かいますかいます((配偶者は渡航していないと確認済配偶者は渡航していないと確認済))

本人は、通常、自家用車、本人は、通常、自家用車、JRJR電車、バスで会社通勤電車、バスで会社通勤

同居家族は、高齢者同居家族は、高齢者((週１日デイサービス、週３日訪週１日デイサービス、週３日訪
問介護利用問介護利用))、幼児、幼児((幼稚園に本人と配偶者が送り迎幼稚園に本人と配偶者が送り迎
ええ))、成人、成人((配偶者配偶者))を含む４人を含む４人

配偶者は塾配偶者は塾((中学生対象中学生対象))の講師の講師((チューターチューター))

Q4.Q4.所としてどの様な対応を検討しますか？所としてどの様な対応を検討しますか？



参考参考 疫学調査疫学調査

新型インフルエンザ対策積極的疫学調査マニュ新型インフルエンザ対策積極的疫学調査マニュ
アルアル((案案)()(平成平成1717年年1212月月2626日版日版 厚生労働省厚生労働省 p2)p2)

○積極的疫学調査の目的は、○積極的疫学調査の目的は、((中略中略))、症例を、症例を
探知すると同時に、感染のリスクのある者探知すると同時に、感染のリスクのある者((接触接触
者者))を迅速に把握しを迅速に把握し、必要に応じて適切かつ十分、必要に応じて適切かつ十分
なな情報提供及び接触者管理情報提供及び接触者管理を行い、を行い、不安解消不安解消にに
努めるとともに努めるとともに可能な限り感染拡大防止策可能な限り感染拡大防止策を図を図
ることである。ることである。



参考参考 疫学調査疫学調査

福岡県新型インフルエンザ対策疫学調査福岡県新型インフルエンザ対策疫学調査

マニュアルマニュアル((第第11版版 DRAFTDRAFT p7p7--9)9)

・症例調査・症例調査

・調査上の留意点・調査上の留意点

・接触者調査・接触者調査

・接触者・接触者のの定義定義

・接触者に対する日常行動への指導等・接触者に対する日常行動への指導等



医師の診察後医師の診察後

受診した医療機関の医師から、新型イン受診した医療機関の医師から、新型イン
フルエンザが疑われるとして、届け出がフルエンザが疑われるとして、届け出が
出ました出ました

→→Q5.Q5.届出受理後の対応は？届出受理後の対応は？



参考参考届出受理後の対応届出受理後の対応

感染症法の措置等が適応される感染症法の措置等が適応される

就業制限就業制限

入院勧告入院勧告

移送移送

感染源、接触者等の調査感染源、接触者等の調査

消毒等消毒等

建物の封鎖等建物の封鎖等



参考参考 各種勧告等の基準想定各種勧告等の基準想定

＜＜各種勧告基準の想定各種勧告基準の想定＞＞

新型インフルエンザ患者新型インフルエンザ患者,,疑似症疑似症,(,(無症状病原体保有者無症状病原体保有者))

患者、疑似症等基準については、指定時に示される患者、疑似症等基準については、指定時に示される

病原体を保有しなくなるとの判断基準も、指定時に示される病原体を保有しなくなるとの判断基準も、指定時に示される

・「症状消失後○日」、「病原体検査」・「症状消失後○日」、「病原体検査」

初期段階ではどちらで判断か？初期段階ではどちらで判断か？

※※指定感染症指定時に、判断基準が示された場合はそれに指定感染症指定時に、判断基準が示された場合はそれに
従う。従う。



参考参考感染伝播期間感染伝播期間

新型インフルエンザ診断・治療ガイドライン新型インフルエンザ診断・治療ガイドライン
((案案))((平成平成1717年年1212月月2727日版日版 p1)p1)

○○毎年流行するインフルエンザの潜伏期は毎年流行するインフルエンザの潜伏期は
11--33日日((最大最大77日日))、、他の人へ感染を伝播させる他の人へ感染を伝播させる
時期は発症日の前日から時期は発症日の前日から発症後約約77日まで日まで((軽軽
快しない場合はさらに長期間快しない場合はさらに長期間))とされているとされている
ところだが、当ガイドラインは、新型インフところだが、当ガイドラインは、新型インフ
ルエンザも同程度であるとの前提に立ち作成ルエンザも同程度であるとの前提に立ち作成
した。した。



入院勧告入院勧告

入院医療機関の想定入院医療機関の想定

一類感染症相当として第一種感染症指定医療一類感染症相当として第一種感染症指定医療
機関機関へ入院へ入院

なお、入院医療機関は現時点では想定。指定感染症指なお、入院医療機関は現時点では想定。指定感染症指
定時に別途示された場合はそれに従う。定時に別途示された場合はそれに従う。

診査会開催準備診査会開催準備



移移送送

一類感染症相当で指定された場合の一類感染症相当で指定された場合の県内初発患者県内初発患者
を移送する方法は？を移送する方法は？

Q6.Q6.この事例では、どの様な移送手段になり、どこの事例では、どの様な移送手段になり、ど
う手続きしますか？う手続きしますか？



移移送送

一類感染症相当で指定された場合の県内初発患一類感染症相当で指定された場合の県内初発患
者を移送する方法者を移送する方法

現時点での想定現時点での想定

県の患者移送用公用車で、第一種感染症指定医県の患者移送用公用車で、第一種感染症指定医
療機関に移送療機関に移送

<<参考参考>>

新型インフルエンザ患者移送ガイドライン新型インフルエンザ患者移送ガイドライン((案案))

((平成平成1717年年1212月月2727日版日版 厚生労働省厚生労働省))



疫学調査疫学調査
移送班移送班((担当担当))は、県庁と病院との調整に手間取っていまは、県庁と病院との調整に手間取っていま
すが、疫学調査班すが、疫学調査班((担当担当))は調査を続行しますは調査を続行します

本人の情報本人の情報
渡航は出張で行き帰りのみツアー渡航は出張で行き帰りのみツアー 現地は自由行動現地は自由行動
県内の空港直行便県内の空港直行便

帰国後３日目夜に発熱、４日目に相談し受診帰国後３日目夜に発熱、４日目に相談し受診

帰国後１日目から勤務等通常活動帰国後１日目から勤務等通常活動

自家用車、バス、自家用車、バス、JRJR電車で会社に通勤電車で会社に通勤

1010人ほどの同僚と空調完備の事務室で執務人ほどの同僚と空調完備の事務室で執務

帰国後３日目に帰国後３日目に100100人と講堂で朝礼参加人と講堂で朝礼参加

毎日帰りがけに、園児を迎えに行き毎日帰りがけに、園児を迎えに行き((玄関で立ち話程玄関で立ち話程
度度))、近くのスーパーで買い物、近くのスーパーで買い物

Q7.Q7.本人に関する疫学調査範囲をどうしますか？本人に関する疫学調査範囲をどうしますか？



疫学調査疫学調査
家族の情報家族の情報
同居家族は、高齢者同居家族は、高齢者((週３日訪問介護利用週３日訪問介護利用))、幼児、幼児((幼幼
稚園に本人と配偶者が送迎稚園に本人と配偶者が送迎))、成人、成人((配偶者配偶者))を含む４を含む４
人人

訪問介護ヘルパーは帰国後３日目の昼訪問訪問介護ヘルパーは帰国後３日目の昼訪問

配偶者は塾配偶者は塾((中学生対象中学生対象))の講師の講師((チューターチューター))

今のところ、有症状者なし今のところ、有症状者なし

Q8.Q8.家族に関する家族に関する疫学調査範囲をどうしま疫学調査範囲をどうしま
すか？すか？



参考参考感染源、接触者等の調査感染源、接触者等の調査

以下のマニュアルに従った調査を実施以下のマニュアルに従った調査を実施
福岡県新型インフルエンザ対策疫学調査マニュアル福岡県新型インフルエンザ対策疫学調査マニュアル
((第１版第１版 DRAFT) DRAFT) 
<<内容内容>>
・基本方針、新型インフルエンザに罹患している者の判・基本方針、新型インフルエンザに罹患している者の判
断基準、疫学調査の内容、症例調査・症例行動調査、接断基準、疫学調査の内容、症例調査・症例行動調査、接
触者調査触者調査
新型インフルエンザ対策積極的疫学調査マニュアル新型インフルエンザ対策積極的疫学調査マニュアル
((案案)()(平成平成1717年年1212月月2626日版日版 厚生労働省厚生労働省))
<<内容内容>>
・積極的疫学調査の原則、症例定義、目的、・積極的疫学調査の原則、症例定義、目的、

内容、準備等内容、準備等



参考参考 福岡県新型インフルエンザ対策福岡県新型インフルエンザ対策
疫学調査マニュアル疫学調査マニュアル((第１版第１版 DRAFT)DRAFT)

１１ 基本方針基本方針

政令指定前と政令指定後の対応について政令指定前と政令指定後の対応について

福岡県新型インフルエンザ対策疫学調査マニュアル福岡県新型インフルエンザ対策疫学調査マニュアル

((第第11版版 DRAFTDRAFT p3)p3)

政令指定前：症例定義を満たす症例はすべて調査政令指定前：症例定義を満たす症例はすべて調査

接触者調査の実施の有無は十分な検討を要する接触者調査の実施の有無は十分な検討を要する

政令指定後：症例定義を満たす症例はすべて調査政令指定後：症例定義を満たす症例はすべて調査



参考参考 福岡県新型インフルエンザ対策福岡県新型インフルエンザ対策
疫学調査マニュアル疫学調査マニュアル((第１版第１版 DRAFT)DRAFT)

３３ 疫学調査の内容疫学調査の内容

症例は発症前７日間の行動調査症例は発症前７日間の行動調査

接触者は最終接触後の７日間の追跡調査接触者は最終接触後の７日間の追跡調査

４４ 症例調査・症例行動調査症例調査・症例行動調査

接触者調査に関わる情報：発症日時、臨床経過、接触者調査に関わる情報：発症日時、臨床経過、
検査結果、発症した１日前以降の行動、その期検査結果、発症した１日前以降の行動、その期
間に接触したヒトの特定と連絡手段間に接触したヒトの特定と連絡手段



参考参考 福岡県新型インフルエンザ対策福岡県新型インフルエンザ対策
疫学調査マニュアル疫学調査マニュアル((第１版第１版 DRAFT)DRAFT)

５５ 接触者調査接触者調査

接触者の定義：世帯内接触者、医療関係者、接触者の定義：世帯内接触者、医療関係者、

汚染物質の接触者、直接対面接触者汚染物質の接触者、直接対面接触者

接触者名簿に基づき毎日健康状況を把握、接触者名簿に基づき毎日健康状況を把握、

体温は朝夕２回測定、指導内容も規定体温は朝夕２回測定、指導内容も規定

※※各種様式各種様式はは作成済作成済

・症例調査票、症例行動調査票、問診票、接触者問診票、・症例調査票、症例行動調査票、問診票、接触者問診票、
接触者調査票、接触者追跡調査票、記録用紙、接触者調査票、接触者追跡調査票、記録用紙、

接触者リスト等接触者リスト等



参考参考感染源、接触者等の調査感染源、接触者等の調査

接触者の範囲接触者の範囲

○福岡県新型インフルエンザ対策疫学調査マニュ○福岡県新型インフルエンザ対策疫学調査マニュ
アルアル((第１版第１版 DRAFT) DRAFT) の内容の内容
接触者の定義接触者の定義

世帯内接触者：同一住所又は感染期にこの住所で世帯内接触者：同一住所又は感染期にこの住所で
比較的長時間過ごした者比較的長時間過ごした者

医療関係者：防護対策なしに直接携わった者医療関係者：防護対策なしに直接携わった者

汚染物質の接触者：すべての分泌物に防護装備なし汚染物質の接触者：すべての分泌物に防護装備なし
でで 接触のあった者接触のあった者

直接対面接触者：直接対面接触者：1.5m1.5m以内で対面による接触のあっ以内で対面による接触のあっ
た者た者

この考え方でさらに検討を要する事項は？この考え方でさらに検討を要する事項は？



記者発表記者発表

プレス発表後の対応プレス発表後の対応
本人の同意を得て、県庁で記者発表が行われ本人の同意を得て、県庁で記者発表が行われ
ましたました

公表内容公表内容の想定はの想定は？？

→→Q9.Q9.公表後、公表後、各各保健福祉環境事務所管内保健福祉環境事務所管内
ではどのようなことが考えられますか？ではどのようなことが考えられますか？



記者発表後の対応記者発表後の対応

相談・受診者数の増加相談・受診者数の増加

保健福祉環境事務所の相談者数が増加保健福祉環境事務所の相談者数が増加

→対応可能な体制が必要→対応可能な体制が必要

医療機関受診者の増加医療機関受診者の増加

→→フェーズフェーズの進行状況に応じ初期診療対応協力の進行状況に応じ初期診療対応協力
医療機関体制の見直しが必要医療機関体制の見直しが必要

→一般の医療機関における、新型インフルエン→一般の医療機関における、新型インフルエン
ザをターゲットとした院内感染防止策の徹底ザをターゲットとした院内感染防止策の徹底



接触者等から有症者が発生した場合接触者等から有症者が発生した場合
本人帰国後６日目に、配偶者が本人帰国後６日目に、配偶者が3838℃℃以上の高熱をだし、以上の高熱をだし、
夜中に協力医療機関の救急外来を独自判断で受診。医師夜中に協力医療機関の救急外来を独自判断で受診。医師
から届け出の連絡が来ましたから届け出の連絡が来ました

その他の家族に有症状者はなしその他の家族に有症状者はなし

本人受診後、配偶者の塾勤務自粛、園児の通園自粛、本人受診後、配偶者の塾勤務自粛、園児の通園自粛、
デイサービス通所自粛は実施済デイサービス通所自粛は実施済

ただし、訪問介護については、保健福祉環境事務所ただし、訪問介護については、保健福祉環境事務所
が事業者に情報提供し防御策実施の上での継続が事業者に情報提供し防御策実施の上での継続

本人受診後、外出は自家用車を利用し、最小限の買本人受診後、外出は自家用車を利用し、最小限の買
い物、本人の面会に限定い物、本人の面会に限定



接触者等から有症者が発生した場合接触者等から有症者が発生した場合

その他の家族に有症状者はなしその他の家族に有症状者はなし

本人受診後、配偶者の塾勤務自粛、園児の通園自粛、本人受診後、配偶者の塾勤務自粛、園児の通園自粛、
デイサービス通所自粛実施デイサービス通所自粛実施

ただし、訪問介護については、保健福祉環境事務所ただし、訪問介護については、保健福祉環境事務所
が事業者に情報提供し防御策実施の上での継続が事業者に情報提供し防御策実施の上での継続

本人受診後、外出は自家用車を利用し、最小限の買本人受診後、外出は自家用車を利用し、最小限の買
い物、本人の看護に限定い物、本人の看護に限定

→→Q8.Q8.どの様な対応が必要になりますか？どの様な対応が必要になりますか？



接触者等から有症者が発生した場合接触者等から有症者が発生した場合

発生探知後の対応は？発生探知後の対応は？

基本的には、これまで示した内容に従う基本的には、これまで示した内容に従う

接触者外から発生した場合も、接触者外から発生した場合も、

対応は、ほぼ同じ対応は、ほぼ同じ((一種のループになる一種のループになる))

ループ進行中に世界ループ進行中に世界((国内国内))でのフェーズでのフェーズ
が変化？が変化？

今回の事例はこれで一区切り今回の事例はこれで一区切り



３３..その他その他

・追加情報・追加情報

・危機管理の観点から・危機管理の観点から

・本日検討していない事項・本日検討していない事項

・机上演習を通じて・机上演習を通じて

・・・・・・

N?････ N?H?････



参考参考 検査に要する日数検査に要する日数

陰性：２-３週間

陽性：２週間
4-5日2日２-３日

Ｈ５以外の
場合

陰性：２-３週間

陽性：2週間
3-4日2日１-２日Ｈ５の場合

ウイルス培養計
塩基配列
所用日数

ＰＣＲ
所用日数

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
の種類

＊どの時点で、陽性/陰性 と判断するのか？



参考参考消毒・建物の封鎖等消毒・建物の封鎖等

建物の封鎖等は考え難いであろう建物の封鎖等は考え難いであろう

消毒については、消毒については、

新型インフルエンザ院内感染対策マニュアル新型インフルエンザ院内感染対策マニュアル((案案))
厚生労働省厚生労働省((平成平成1717年年1212月月2727日日))：：p6,7p6,7

新型インフルエンザに関する検疫ガイドライン新型インフルエンザに関する検疫ガイドライン((案案))
厚生労働省厚生労働省((平成平成1717年年1212月月2727日日):p9,11,15):p9,11,15

に従い消毒を実施に従い消毒を実施

→ポイントは？→ポイントは？



参考参考消毒・建物の封鎖等消毒・建物の封鎖等

清掃は塵埃を巻き上げないように行う清掃は塵埃を巻き上げないように行う

日常的に患者の手が触れる部位を消毒日常的に患者の手が触れる部位を消毒

エタノール、イソプロパノール、次亜塩エタノール、イソプロパノール、次亜塩
素酸、グルタラール、熱水消毒素酸、グルタラール、熱水消毒

詳細は前掲マニュアル該当頁参照詳細は前掲マニュアル該当頁参照

※※指定感染症指定時に別途示された場合はそれ指定感染症指定時に別途示された場合はそれ

に従う。に従う。



参考参考感染源、接触者等の調査感染源、接触者等の調査

接触者の範囲接触者の範囲

事例探知時の状況に対する事例探知時の状況に対する22パターンパターン

①既に拡散していて、探知したのは氷山①既に拡散していて、探知したのは氷山
の一角の一角

②初発事例で周囲にはあまり広がってい②初発事例で周囲にはあまり広がってい
ないない

→どちらの状況であるかは、そのときに→どちらの状況であるかは、そのときに
判断するしかない判断するしかない



参考参考 危機管理の観点から危機管理の観点から

新型インフルエンザの特性から、初発後はすぐに複数事新型インフルエンザの特性から、初発後はすぐに複数事
例が発生することを想定しておいた方が良い例が発生することを想定しておいた方が良い

インフルエンザの感染様式と潜伏期を考慮すると、国内初発のインフルエンザの感染様式と潜伏期を考慮すると、国内初発の
探知時は単発であろうが、すぐに探知時は単発であろうが、すぐに((ほぼ同時にほぼ同時に))県内複数事例が県内複数事例が
同時多発すると想定しておいた方が良い。同時多発すると想定しておいた方が良い。

同時多発に対応した、所内体制の確保が必要同時多発に対応した、所内体制の確保が必要

フェーズフェーズ55以降では、職員以降では、職員((家族家族))にも患者が発生するこにも患者が発生するこ
とが考えられるとが考えられる

事例事例((状況状況))が急速に進行することが考えられるため、が急速に進行することが考えられるため、
フェーズフェーズの速やかな見直しとの速やかな見直しとそれにそれに対応した対策の変更対応した対策の変更
が重要であろうが重要であろう



本日検討していない事項本日検討していない事項

感染が疑われる者、接触者、一般住民等への情感染が疑われる者、接触者、一般住民等への情
報提供の具体的方法報提供の具体的方法

実働時の対応人数等についての検討実働時の対応人数等についての検討

職員のプロテクション職員のプロテクション

本庁・外部との連絡体制の実効性本庁・外部との連絡体制の実効性

所内の施設、設備、物品配備等の検討所内の施設、設備、物品配備等の検討

その他の所内体制における課題その他の所内体制における課題

パンデミック時の対応等パンデミック時の対応等

→いずれも→いずれも事務所個別事項又は不確定要素事務所個別事項又は不確定要素のの
強い事項強い事項



机上演習を通じて机上演習を通じて

感染症法の指定後は、原則として対応は感染症感染症法の指定後は、原則として対応は感染症
法の枠内で行われるため、これまでの知識と経法の枠内で行われるため、これまでの知識と経
験が相当程度有効である。験が相当程度有効である。

しかしインフルエンザの感染様式と潜伏期を考しかしインフルエンザの感染様式と潜伏期を考
慮すると、国内初発後は、直に県内複数事例が慮すると、国内初発後は、直に県内複数事例が
同時多発すると想定しておいた方が良い。同時多発すると想定しておいた方が良い。

事例事例((フェーズフェーズ))が急速に進行することが想定さが急速に進行することが想定さ
れるため、国、本庁、保健福祉環境事務所の各れるため、国、本庁、保健福祉環境事務所の各
レベルでの予見と臨機応変な判断で対応するしレベルでの予見と臨機応変な判断で対応するし
かないと考えられる。かないと考えられる。
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